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税の行事と法人会20周年式典 

　阿蘇市生活研究グループの会（岩瀬葉津子会長）による「郷
土料理講習会」が10月19日から3日間、阿蘇清峰高校で行わ
れました。 
　これは、阿蘇地域に伝わる郷土料理を知り、地元で生産さ
れた農産物を消費する地産池消の大切さを学ぶことを目的と
して行われたもので、平成12年から毎年行われています。 
　講習会では、2年生の生徒たちが慣れない手つきながらも
とうきび飯や呉汁など4品を作り、会員らとともに試食を楽
しみました。 
 

高校生への食育活動の一環として 

　天ぷら油を燃料にトラックで九州を一周し、コンサート
をしてバイオマスや地球温暖化を伝えた「ぐるっと九州エ
コキャラバン」隊員7人が、10月16日、熊本市の九州農政
局を出発し終点の阿蘇市へ11月13日到着し、阿蘇神社で最
後のコンサートを行いました。隊員は、今回20ヶ所で「柴武」
さんによるコンサートを開き、その会場で集めた使用済み
の天ぷら油をディーゼル燃料に精製してトラックを走らせ、
まだ聞きなれないバイオマスという言葉を広められました。 
 

エコキャラバン隊が阿蘇神社でコンサート 

　「ホタルの幼虫放流会」が11月8日に中通小学校近くの
小川で行われ、中通小の3・4年生11人が幼虫約500匹を放
流しました。 
　これは、清らかな水に恵まれた中通地区の農村景観を
守る意識を子どもたちに浸透させようと、中通ホタルを
守る会（岩本弘史会長）が平成13年から毎年行っている
ものです。 
　この日、児童たちは幼虫を紙コップに入れ、無事成虫
になることを祈りながら一人ずつ放流を行いました。来
年の6月には、成虫になったホタルを観賞する予定です。 

ホタルの舞いが見れますように・・・ 

　税を考える週間（11月11～17日）にあわせ、阿蘇税務署管内
で、ポスターや習字募集など様々な税に関する行事が、阿蘇法
人会主催、阿蘇地区納税貯蓄組合連合会・阿蘇間税会共催
で行われました。メインの11月13日に阿蘇体育館で行われた「阿
蘇法人会社団化20周年記念式典」と「三遊亭歌之介講演会」
には満員の来場があり、盛会となりました。 
　関連の表彰者は次のとおりです。（阿蘇市内の方のみ掲載） 
＜習字の部＞　阿蘇税務署長賞　島田里緒菜（内牧小6年） 
　　　　　　　阿蘇市長賞　　　小園　唯　（中通小3年） 
＜社団化20周年記念感謝状受賞者＞上村次彦、故古木良枝、佐藤孝幸、遠山�一、稲吉三智子、伊藤博友 

しばあんどたけ 

　竹田市・豊後大野市・阿蘇市の3市による「第2回九州な
かなか地域ブランド交流会」が、九州経済産業局長、大分・
熊本両県の観光部長、観光協会長など多数の観光、商工、
農業関係者を集め10月26日、内牧で盛大に開催されました。 
　この交流は、九州中央に位置する3市が、県境を越えて連
携し、特産品や観光資源の魅力を引き上げ、それぞれの地
域ブランドに育てていくことを目的としています。会場では、
亀井創太郎氏の基調講演ほか、3市の代表による特産品
の取り組みについての事例発表、また、特産品・郷土料理
を持ち寄った意見交換会が半日にわたって行われました。 

九州中央3市が地域ブランドをテーマに交流 

　秋田わかすぎ国体に続き開催された第7回障害者スポーツ大会（秋
田市、10月13・14日）フライングディスク競技ディスタンス部門で、
障害者支援施設阿蘇くんわの里（上西黒川）を利用している早瀬
真吾さん（25歳）が、43.4mという記録で、見事2位に輝きました。
また、同競技アキュラシー部門（的を狙う競技）でも3位と好成績
を収めました。 
　早瀬さんは、現在、自立の家で生活し、施設で就労移行のため
訓練中です。そんな中、競技練習に取り組み頑張りました。高校
生の時、バスケットボールで活躍し「ゆうあいピック」で選手宣
誓した経験もあるという早瀬さん。今後の活躍も期待されます。 

全国障害者スポーツ大会フライングディスクで準優勝！ 

　11月11日、阿蘇神社で結婚式を挙げた、中園
大助さん（蔵原）と中島知穂さんが、そのまま
神社から阿蘇坊中人力曾の人力車に乗り市役所
まで訪れ、二人そろって婚姻届を提出されました。
　白無垢姿で市役所へ来たのは、もちろん今回
の知穂さんが初めて。益城町から嫁いでこられ
ました。知穂さん、ようこそ阿蘇市へ！いつま
でもお幸せに。 

人力車に揺られ白無垢姿で婚姻届提出 
　阿蘇市健康ウォーキングが11月18日、道の駅・波野「神
楽苑」をスタート・ゴール地点として開催され、参加者
452人がウォーキングを楽しみました。 
　これは、歩くことによってもたらされる様々な効果（抵
抗力をつける、ストレスを解消するなど）を目的としたもの
で、3km、5km、10kmのコースに分かれて実施されました。 
　この日、参加者は家族や友人と談笑しながら、それぞ
れのペースで波野の自然の中を歩きました。 

季節の移り変わりを感じながら 

▲トマトケチャップを全国に広めた（有）「工房阿蘇ものがたり」 
　代表取締役の吉田清二氏が阿蘇市を代表して報告。 
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